
     

No３１  平成２２年１１月９日（火） 

２か月ぶりに、新体育館の中に足を踏み入れました！・・・工事は順調に進んでいます。（１１/１） 

 

玄関側からステージ方向を見る 

○前回９月８日に、足を踏み入

れて以来、２度目の新体育館内

に入りました。屋根が設置され

たことで、内部も体育館らしく

なってきていました。新体操の

練習場にもなる多目的トレー

ニング室の天井が最も高くな

っています。手すりが付いた

り、内装工事も進んでいます。 

 

上方より多目的トレーニング室 

 

農業科では３年間、食品加工について学ぶことができます。 

○高校説明会も終盤に差し掛かっています。それとは別に、特に、農業科と福祉科の説明を中心とし

た、本校独自の中学校訪問も実施しています。その際、気付いたことが報告されました。農業科につ

いて、意外にその内容が知られていないということです。高原高校で人気のある食品加工がなくなる

との誤解があるようです。最終の面接前に確認できてよかったと思います。１０月末に最後の診断テ

ストが終わり、１２月に進路決定のための面談が中学校では行われます。それまでに、農業科につい

てのしっかりした情報を発信していきたいと思っています。先生方もよろしくお願いします。 

 ☆１年次：「生産と食品加工」☆２・３年次：「栽培＋食品加工」または「繁殖和牛飼育＋食品加工」 

 

初めて実習を見て、生徒たちの様子がよく分かりました。・・・授業参観アンケートより 

○１０月２５日（月）～２９日（金）に実施した学校開放に伴う授業アンケートの集計結果で、 

  「明るくて元気な生徒のいる学校だと思います。これからも小林秀峰高校がいろいろな面で 

   素晴らしいと、全国にアピールできる学校であってほしいです。」 

といった、本校に対して、いい評価をいただいたようですが、気になるご指摘もありました。 

  ★女子生徒の長い髪などが気になります。（肩より長い場合はくくるのがきまりでは） 

 ★３年生はさすがですが、１・２年生は、まだ授業に集中していない生徒がいます。 

  ★自転車通学生のマナーが、もう尐しです。（無灯火、斜め横断など） 

これらの点については、今後、改善していくように、取り組んでいかなければと思います。 

 

鈴の音を 懸けめぐらせ 祭能をふりまいた鈴懸祭は、大成功でした！・・・５日（金）・６日（土） 

○新旧生徒会役員が一緒になって、企画・運営した初めての文化祭でしたが、多くの方々に楽しんで

いただき、素晴らしい文化祭になったと思います。しかし、改善点も出てきたと思います。来年度以

降、さらに、文化の香り・レベルの高い文化祭となるように、反省点を生かしていきたいものです。 

☆改善していく際に考えてほしいこと・・・「不易流行」 

   不易は、永遠性・・・変わらないもの、変わってほしくないもの 

   流行は、その時々の新風・・・変わっていいもの（ただし、いい方向へ） 

 

文化委員長の挨拶 

 

熱心に商業の課題研究発表を聴く 
 

Shadow play ALT も気に入る 

秀峰通信『啐啄』 



○文化祭に向けて、一生懸命に取り組む姿勢、来校者への挨拶・礼儀作法、発表や合唱コンクールな

どを聴く態度は変えてほしくないものです。新旧生徒会が一緒になって、文化祭を企画・運営したり、

PR 用のポスターを作製したりは、新しい取組でした。どのような発表・展示を行なうか、どのよう

なものを作ったり、販売したりするかなどについても、いいアイデアをどんどん出しあって、新風を

吹き込んでほしいと思います。今年の文化祭で、特に、感じたのは、「合唱コンクール」を今後、どの

ように素晴らしいものに変えていくかという点です。いいものは残し、改善すべき点は改善して、毎

年、レベルアップして、「秀峰ブランド」と言えるものへと確立していけたらと思っています。 

 
演劇「シンデレラ」 

 

合唱コンクール 経情２年連覇 

 

玄関前 生け花、写真、美術等 

 
販売実習は大賑わい 

 
子どのたちにロボットは人気 

 
至る所で、笑顔のふれあいが 

☆文化祭２日間の写真は、本校 HP にも掲載中です。（校長室前の掲示板にも掲示しています。） 

☆高原高校の文化祭は、今週末に開催だそうです。農業・福祉の文化祭へも足を運んでみてください。 

「エクセルショー」の日南高校で、９０周年記念式典がありました。・・・７日（日） 

○体育館で行なわれた式典は、生徒たちの式典に臨む姿勢に、伝統の重みを感じさせるものがありま

した。川﨑校長先生（秀峰第一代校長）の式辞の一部を紹介しておきます。 

・９０周年のテーマ「君が創る未来への架け橋」 歴史に向かって、今何をなすべきかを問う 

・「学力の向上」と「可能性へ挑戦する生き方」が二本の柱。「知・徳・体」の調和のとれた育成 

・「エクセルショーの精神」が「常に前を向き、より高く、より強く、より大きく」として、生徒 

 の心に生きていくことを願う。 

 ☆EXCELSIOR・・・「より高く！（向上しよう）」生徒・教師・保護者が一体となって高揚に努めている 

 
川﨑校長の式辞 エクセルショー 

 

生徒による泰平踊り「亀の子会」 

 

会場２階の手すりに部の横断幕 

○体育大会、授業研究・参観週間（県教育委員会教科総合訪問）、文化祭 

と忙しかった期間も、先生方のご指導・協力で、無事、成功裏に終了す

ることができました。お疲れ様でした。しかし、忙しい日々は、まだま

だ続きそうです。新人大会を週末以降に控えている部活動もあります。 

２年生は、来週１５日（月）から、朝自習が始まります。就職戦線の厳

しさは、まだ、続いています。進学者希望者対象の面接指導も実施中で  

す。忙しいときこそ、充実した日々が送れると前向きに考え、頑張っていきたいものです。 


